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【表紙画像説明】
Event Horizon Telescope（EHT）によって 2017年 4月 7日に観測された天の川銀河中心 SgrA*（いて

座 Aスター）のブラックホールの姿．リング状の構造は，太陽の 400万倍の質量を持つブラックホール
が作り出す強力な重力によって曲げられた光を捉えたものです．リングの直径は約 0.4天文単位（6000
万 km）で，ちょうど太陽の周りを回る水星の公転軌道よりわずかに小さい程度の大きさです．（クレジッ
ト：EHT Collaboration）

【今月の表紙デザイン】
「夏のひととき」
青々と葉を生い茂らせた桜の木に，ちょんと止まっているミンミンゼミ．夕方に見える美しい月と共に
描きました．


